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は じ め に

 日本人の食事からの鉄摂取量は,国 民栄養調査成

績に よれば厚生 省の指針 による成 人女性1日12

mg,成 人男性1日10mgの 値を維持 し,1975年 以

来ほぼ横ばいであることが示 されている1㌔今回,

1977年 から1981年 に 日本各地でおこなった陰膳方式

食物収集による栄養調査資料 と,同 一地区を対象に

1991年 か ら開始 した第二次調査資料をもとに,食 事

か らの鉄摂取量について検討した。

 本研究では,陰 膳方式食物収集に よって作成 され

た献立表か ら,四 訂 日本食品標準成分表2)を 使用 し

て鉄摂取量を算定 し,そ の10年 間の変化 と,第 二次

調査で収集 した食事検体か ら原子吸光光度計で鉄摂

取量を測定 して,計 算値 と比較 した。

1)京都女子大学家政学部食物栄養学科栄養学第一研

 究室
2)宮城教育大学

3)京都大学医学部公衆衛生学

対象および方法

1.調 査対象

 陰膳方式食物収集を行 った北海道か ら沖縄 までの

8都 道府県13地 区を調査対象 に選び,第 一次調査 で

は20歳 代か ら60歳 代までの女性139名,男 性89名,

計228名,第 二次調査 では30歳 代か ら70歳 代までの

女性227名,男 性44名,計271名 とした。原子吸光法

に よる食事 中鉄測定は第二次調査対象 のみで行 っ

た。

2.調 査方法

1)陰 膳方式食物収集3,4)

 調査対象各個人の1日(24時 間)に 摂取 した食物

(間食,ジ ュース,お 茶,飲 料水など全ての飲食物)

の同量(い わゆる陰膳)を 収集 した。被検者には,

あらか じめ配布 した調査用紙 に献立及び材料名を記

入 してもらい,陰 膳持参時に記入不備やその地区特

有の食事 また食品について,材 料や調理法を聞き取

り補足記入を行 った。収集 した食物は,記 入された

献立を参照 しなが ら,一 つ一 つの食品成分 ごとにで

きるだけ丁寧Yy分 別 し,そ れ ぞれを秤量記録 した。
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表 1 Feの測定に用いた諸条件

A Fe測定条件

ランプ電流 : 15.0mA 測定 :標準添加

測定波長 : 248.3 nm 測定信号 :パックグラウンド補正(ゼーマン補正)

スリット : 0.2nm 測定繰返し回数:標準=1，未知=1

キュベット :チューブタイプ 演算方法 :ピーク高さ

加熱方法 :光温度制御 ピーク幅の指定:10% (ピーク幅のみ)

試料量 : 20μl 濃度単位 :μ~g/ 1 

キャリアガス:アルゴン 標準試料 1 : 0.00 

標準試料 2 : 20.0 

標準試料 3 : 40.0 

B Fe温度プログラム

調。 定 段 階 開始(OC温)度 終了(OC温)度 時 間 キ(ャmリアガス
(秒) l/min) 

乾 燥 (RANPmode) 80 

灰 化 (RANPmode) 120 

灰 化 (STEPmode) 600 

原子化 (STEPmode) 2700 

クリーン (STEPmode) 2800 

秤量後の食事はミキサーで混合し磨砕した。総量を

測定して一部を食品成分分析用として冷凍保存し

た。

2 )栄養価算定

四訂日本食品標準成分表2)に基づいたコンビュー

タプログラムを使用し，献立の食品番号と使用量か

ら栄養価を算定した。この際，標準成分表に記載の

ない食品は市販食品成分表などを参考にし，地域特

有の食物は材料，調理法などを聞きとり，可能な限

り近似食品に置換して補正し入力した。

3 )食事検体中鉄含有量の測定

食事検体の鉄含有量は，検体を湿式灰化し，フレー

ムレス原子吸光分光光度計で測定した。

( 1 )湿式灰化5)

食事磨砕検体 6.0gをテフロン製試験管に分取

し，濃硝酸 5.0ml・硫酸 0.1ml (有害金属測定用，

和光純薬)を加え 800Cで30分間加熱し，次いで 120

OCで約 3時間加熱後放置冷却した。試料温度が室

温まで下がったことを確認した後，過塩素酸 2.0

ml・濃硝酸 5.0ml (有害金属測定用，和光純薬)

を加え 150"-'1700Cで再加熱し，清澄な溶液約 0.3

mlとなったところで灰化を完了した。放冷後に塩

酸 0.1ml・濃硝酸 O.1 ml (有害金属測定用，和光

純薬)を加え，さらに再蒸留水で液量を 10.0mlに

120 

600 

600 

2700 

2800 

調製し測定用検体とした。

( 2 )原子吸光法

30 200 

5 200 

15 200 

10 20 

6 200 

原子吸光法による測定は標準添加法5.6)によっ

た。測定試料溶液を 3個から 4個の秤量容器に等量

を分取し，そのうちの一つの容器を除いた残りの容

器に鉄の標準溶液を一定倍数で添加した。次にそれ

ぞれの容器を 0.13N硝酸で一定容量に希釈して測

定用溶液を調製した。ブランク溶液も試料溶液と同

量採取し同様に希釈した。測定はオートサンプラー

により，未知試料とそれぞれ濃度の異なる標準試料

をキュベットの中で混合させ測定した。

測定用溶液は低濃度から測定し，プランク溶液の

吸光度を補正した。その結果から，添加した鉄標準

溶液の濃度を横軸に，吸光度を縦軸にとり各溶液の

校正点をプロットした。各校正点を結ぶと横軸を負

の側で横切る直線の検量線が得られ，検量線の相関

係数が0.995以上の条件を満たした場合，検量線の

延長が横軸と交わる点を測定濃度として換算した。

( 3 )測定装置

目立ゼーマン原子吸光装置(モデル Z-8100)に

オートサンプラー(モデ、ル SCC-220)を組み合わ

せた系を用い，フレームレス原子吸光法により測定

した。鉄ホロウカソードランプ(目立)を光源とし

グラファイト炉はチューブタイプ(モデ、/レ180・7400)
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を用いた。

( 4 )測定条件

鉄の測定条件設定を表 1に示した。測定に際し試

料注入量は l回 20μlとした。鉄標準添加には 0，

20， 40μg/1濃度溶液を炉内添加した。 3点補正を

行い，相関係数が0.995以上の測定結果を採用した。

検量線の直線性は吸光度0.15まで、得られたが，この

吸光度範囲におさまるよう，試料を通常 0.13N硝

酸で1000倍に希釈分析し吸光度がO.15を越えた場

合は 0.13N硝酸で更に希釈して再分析した。

4 )推計学的評価

成績の評価は， Studentの t-検定，多重比較検定

および多変量解析によって行った。

結 果

1. 栄養計算における鉄摂取量

1 )食事中の 1人 1日鉄摂取量

第一次調査および第二次調査における l人 1日当

たり鉄摂取量の度数分布は，男女ともほぼ正規分布

を示した。

第一次調査女性の 1人 1日当たりの鉄摂取量は最

高 27.9mg，最低 4.2mgに分布し，平均値±標準

偏差は， 10. 9::t3. 8 mgで，第二次調査では最高

20.3 mg，最低 3.3mgに分布し， 10. 4::t3. 4 mgで

あった。第一次調査および第二次調査聞に有意差

- 37-

表 2 第一次，第二次調査の性別鉄摂取量

女 性 男 性

第一次調査 110. 9::t3. 8 : 139 112. 4::t3. 7**: 89 

第二次調査 110. 4::t3. 4 : 227 111. 7::t3. 5* : 44 

表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day): 

例数

*男女聞に有為差あり (**P<O.Ol， *P<0.05) 

(P >0.10) はみられなかった。

男性では，第一次調査で，最高 21.5mg，最低 6.1

mg，12.4:t3.7mg，第二次調査では，最高 17.6

mg，最低 4.8 mg， 11. 7:t 3. 5 mgで両成績聞に有

意差 (P>0.10) はみられなかった。

第一次，第二次調査ともに鉄摂取量は，男性が女

性より有意に高値であった (P<O.Ol， P<0.05)。

(表 2) 

厚生省の定める鉄 1日必要所要量1)成人女性 12

mg/日，成人男性 10mg/日を充足した者は，第一

次調査では，女性30%，男性71%，第二次調査では，

女性28%，男性68%と両調査ともに女性で鉄摂取不

足が高率にみられた。女性の年齢を閉経期を考慮し

て50歳未満の必要所要量 12mg/日， 50歳以降を 10

mg/日として再検討した。所要量充足者は第一次調

査各38%，57%，第二次調査34%，47%であった。

A.女性

表 3 第一次および第二次調査における各地区別鉄摂取量

都道府県 地 区 第一次 第二次

北海道 虻 田 11.6:t2.8 16 8. 7::t2. 9糾: 34 
r邑晶司. 城 河南町 10. 9:t2. 9 8 12. O::t3. 9 10 

桃生町 11.9::t1.7 4 

秋 保 13. 2::t3. 5 15 11.4::t2.8 15 

南光台 10. 2:t3. 2 20 12.6土3.5* : 19 

新 潟 白 根 9.2::t3.1 18 12. O::t2. 8**: 22 

東 京 深 JI! 12.7::t4.5 25 10. 4::t2. 6* : 24 

城 東 10. O::!:2. 2 22 

京 都 東 山 9.3::t2.0 24 

高 知 コ3註:;;・ 西 10.7:t3.4 17 10.6::t3.4 17 

山 口 徳地町 8.8::t2.1 3 

1中 縄 美 里 9.7:t3.1 10 10.2::t2.8 11 

宮古島 8.3:t3.0 10 8.4::t3.4 22 

全 国 10. 9:t3. 8 : 139 10. 4::t3. 4 : 227 

表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day) :例数

*第一次調査と第二次調査問に有意差あり (**P<O.Ol， *P<0.05) 
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B.男性

都道府県 地 区 第一次 第二次

北 海 道 虻 田 13. 8:t2. 9 14 6.7:t3.0料: 4 

宮 城 河南町 14. 1:t 5.0 7 

桃生町 12. 6:t3. 8 8 12. 2:t3. 4 11 

秋 保 14.6土2.9 7 10.0:t1.4* 4 

南光台

新 潟 白 根 13.0:t3.1 5 

東 京 深 JII 
域 東

京 都 東 山

高 知 一3争~・ 西 13. 8:t3. 4 7 

山 口 徳地町 11. 6:t3. 4 20 11.8:t3.0 11 

1中 縄 美 里 8.4土2.5 11 13.1 :t2. 9材: 14 

宮古島 11. 8土2.5 10 

全 国 12. 4:t3. 7 89 11.7:t3.5 44 

表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day) :例数

*第一次調査と第二次調査聞に有意差ありげ*p<O.Ol， *P<0.05) 

表 4 鉄摂取量の地域間の比較

A.女性

地 域 第一 次 第二次

都市 11.6:t4.2 45 10.7:t3.4 89 

農村 11. 0土3.4 74 10. 5:t3. 3 : 105 

沖縄 9.0土3.2+ : 20 9. 0:t3. 3+ : 33 
-ーーーーーーーーーーーー ー唱"ー ー ー ー 『 ー ー ー ー 『 ー ー ー 『 ー 『 ー ー 早 ー『ーーー--再開'ーーーー・ ・ ・ ・ ー ー ・ 四 F

全国 I10. 9:t3. 8 : 139 I 10. 4:t3. 4 : 227 

表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day): 
例数
+都市および農村地域の値に比して有意差あり

(P<0.05) 

B.男性

地域 |第一次|第二次

農村 I13.1 :t3. 7 : 68 I 11. 0:t3. 5** : 30 

沖縄 I10.0土3.0++: 21 I 13. 1土2.9料:14 

全国 I12.4土3.7 : 89 I 11. 7土3.5 : 44 

表中の数値は，平均値±標準偏差(単位 mg/day): 
例数

++農村地域の値に比して有意差あり (P<O.01)

料第一次調査と第二次調査聞に有意差あり

(P<O.OI) 

2 )地区別鉄摂取量

第一次調査および第二次調査における鉄摂取量を

各地区別に比較検討した。女性では，虻田，深川地

区において減少し (P<O.01.P<0.05)，南光台，

白根地区において増加した (P<0.05，P<O.01)。

男性では，虻田，秋保地区において減少し (P<

0.01， P<0.05)，美里地区では増加した (P<O.OI)。

(表 3) 

3 )鉄摂取量の地域聞の比較

食形態の違いを考慮して調査各地区を都市(東京

城東，深川，宮城南光台，京都東山)，農村(北海

道虻田，宮城河南，桃生，秋保，新潟白根，高知芸

西，山口徳地)，沖縄(美里，宮古島)の 3地域に

分け比較検討した。

女性では，第一次，第二次調査ともに都市および

農村地域の鉄摂取量に比べ沖縄は低値を示した

(P<0.05)。男性では，沖縄が第一次調査で農村よ

り低値であった (P<O.OI)。

女性では，第一次，第二次調査聞の各地域の鉄摂

取量の差はみられなかった。しかし男性では農村

が第一次より第二次が低値を示し (P<O.OI)，沖縄

は反対に第一次より第二次の鉄摂取量が高値を示し

た (P<0.01)0 (表 4) 

2. 食事調査における鉄摂取量の計算値と実測値の

比較

第二次調査の北海道から沖縄までの 8都道府県13

地区における女性227名，男性44名を対象に，四訂

日本食品標準成分表2)から算定した鉄摂取量の計算
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Y=1.99+0.63X (r=0.554; P<O.Ol ; n=271) 
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第二次調査13地区における鉄摂取量の計算値と実測値の比較
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表中の数値の単位:mg/day 
*対応ある t-検定により有意差あり (**P<O.Ol，P<0.05) 
+相関係数 (r)の有意性 (++p<O.Ol， +P<0.05) 

1 )計算値と実測値の相関

鉄摂取量の計算値と実測値の聞には正の相関がみ

値と，原子吸光法により食事検体から直接測定した

鉄の実測値の比較をおこなった。
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第二次調査(男女:271名)

30 

相

対 20

度

数

(先) 10 

o 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 

鉄摂取量 (mg/日〉

口計算値密実測値

図2 鉄摂取量の計算値及び実測値の度数分布

表6 第二次調査 3地域における鉄摂取量の計算値と実測値の比較

計算値実測値対応ある 回帰直線と相関係数
地 域 例数 P 

AM ::t SD AM  ::t SD t-検定 Y=b+aX r 

都 市 8910.5::t 2.89.4::t 3.3 

農 村 135 10. 6 ::t 3. 4 8. 5 ::t 3. 9 

f中 縄 47 10.2 ::t 3.7 7.2 ::t 3.6 

全国 I271 10.5 ::t 3.3 8.6 ::t 3.8 

表中の数値の単位:mg/day 
*対応、ある t-検定により有意差あり (**P<O.01)
+相関係数 (r)の有意性 (++P<O.l)

られた (P<O.01)o (図 1) 

2 )地区別の計算値と実測値の比較

調査対象13地区ごとに計算値と実測値を比較した

結果は表 5に示した。宮城・河南町，東京・城東，

京都・東山，山口・徳地町以外の地区は実測値が低

値を示した。

全地区では鉄摂取量の実測値は 8.6::t3. 8 mg/日，

計算値 10.5::t3. 3 mg/日で実測値は計算値の約80%

であった。度数分布は図 2に示したが実測値のピー

クは計算値に比べ低値側にあった。

** Y= 2.73+0. 63X 0.543 ++ 

** Y= 1.14+0.69X 0.600 ++ 

** Y= 2.64+0. 45X 0.480 ++ 

** y= 1. 99+0. 63X 0.554 ++ 

3 )第二次調査一都市・農村・沖縄問における計算

値と実測値との比較

第二次調査の女性227名，男性44名を都市・農村

・沖縄の 3地域に分類し，鉄摂取量の計算値と実測

値とを比較した。

都市・農村・沖縄の 3地域ともにそれぞれ実測値

の方が計算値より低値であった。(都市・農村・沖

縄:P<O. 01) (表 6) 

4 )計算値と実測値の比率から見た食品群別鉄摂取

量

計算値と実測値聞の差異について検討した。計算



平成6年12月 (1994年) - 41 -

表7 食品群別 Fe摂取量(比率=計算値/実測値)

食 口口口 群 A 群 B 群 C 群

l群穀 類 0.9 土 0.5 1. 1 + 0.7 1.0 ± 0.5 

2群 いも及び澱粉類 0.3 :t 0.2 0.4 + 0.2 0.3 + 0.4 

3群砂糖及び甘味類 0.0 :t 0.1 0.0 + 0.0 0.0 + 0.1 

4群菓子類 0.3 :t 0.4 0.2 + 0.3 0.2 + 0.3 

5群油脂類 0.0 :t 0.0 0.0 :t 0.0 0.0 + 0.0 

6群種実類 0.1 + 0.3 0.2 ± 0.4 0.1 + 0.2 

7群豆 類 1.7 + 1.1 * 2.3 + 1.1 1.9 + 1.2 

8群魚介類 1.4 + 1.2 1.1 + 0.8 1.7 土 1.5 

9群鳥獣鯨肉類 0.4 :t 0.4 0.6 + 0.7 0.5 土 0.7

10群卵 類 0.6 :t 0.5 0.6 土 0.5 0.6 土 0.5 

11群乳 類 0.1 :t 0.2 * 0.2 ± 0.1 0.1 土 0.1 ** 

12群野菜類 1. 7 :t 0.8 * 2.2 + 0.9 2.0 + 1.9 

13群果実類 0.2 :t 0.2 0.3 + 0.2 0.3 + 0.3 

14群 きのこ類 0.1 ± O. 1 0.1 + 0.1 0.1 + 0.1 

15群藻 類 0.3 :t 0.5 0.5 + 0.8 1.5 + 3.6 

16群曙好飲料類 0.5 :t 0.4 * 0.3 土 0.3 0.3 + 0.4 

17群調味料及び香辛料類 0.7 :t 0.5 0.7 ± 0.4 0.8 ± 0.6 

18群調味加工食品類 0.0 :t 0.1 0.0 土 0.2 0.0 + 0.2 

比率 :A群 (0.1 ---0.9)， B群 (0.9---1.1)， c群(1.9---3.1) ;各例数:30 

表中の数値は平均値±標準偏差;単位 mg/day
*B群との t-検定で有意差あり (**P<O.Ol， *P<0.05) 

値/実測値の比率がほぼ 1である30例 (B群:比率

0.9""' 1. 1)，比率最低値群30例 (A群:0.1 ""'0.9)， 

比率最高値群30例 (C群:比率1.9""'3.1)を選び，

A群と B群間， B群と C群聞の比較検討を試みた。

鉄摂取食品群についてB群との t-検定を行ったと

ころA群では豆類，乳類，野菜類で低値を示し，噌

好飲料類で高値であった。 C群では乳類で低値を示

した。(表7)

鉄の含まれる可能性の小さい 3群(砂糖及び甘味

類)， 5群(油脂類)などを除いた14群で各群を独

立変数，比率を従属変数として多変量解析を試みた。

その結果，増加法，減少法ともに同ーの結果が得ら

れたが，重相関係数はO.12と極めて低値であり，か

つ計算値/実測値の比率から両値の差を強く決定す

る特定の食品群は検出きれなかった。

考察

1977年から1981年に日本各地で陰膳方式食物収集

による栄養調査を実施したが，同地区を対象に1990

年から第二次調査を開始した。今回，献立表から計

算した既調査地区の鉄摂取量の10年間の推移と，第

二次調査の食事検体から原子吸光法によって鉄量を

測定し計算値との比較を試みた。

第一次，第二次調査ともに鉄摂取量は正規分布を

示し，その平均値は女性 10.9mg/日， 10.4mg/日，

男性 12.4mg/日， 11. 7 mg/日と女性に比べ男性が

高値であったが，第一次，第二次調査聞に有意の変

化はみられず，国民栄養調査に示された1980年 10.4

mg/日， 1991年 11.2mg/日と比べても摂取量に相

違はなかった7)。しかし，厚生省の定める必要所要

量成人女性 12mg/日，成人男性lOmg/日1) として

検討すると，女性では 12mg/日を充足している者

は，第一次調査で30%，第二次調査では28%であっ

た。女性については閉経期を考慮して50歳未満と50

歳以降に分け，前者の必要所要量 12mg/日，後者

を 10mg/日1) として再検討すると，第一次調査38

%， 57%，第二次調査34%，47%で， 50歳未満の者

により高率に鉄摂取量不足者がみられた。一方，男

性では， 10 mg/日を充足している者は第一次調査

71%，第二次調査68%で，女性に比べ高い比率であ

るが， 30%に不足者があった。この男女の差異は摂

取エネルギーの差によるものと推論された。更に，

この摂取量状態について地区別に検討した。第一次

調査に比べ女性では，北海道・虻田，東京・深川で
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は減少し反対に宮城・南光台，新潟・白根では増

加していた。しかし全地区で差異はみられなかっ

た。本研究の対象時期とも重なる1975年以降は， 10 

-----11 mg/日の範囲で変動するものの，ほぼ横ばい

であるとし、う結果が示されており 7)，成績はそれと

ほぼ一致するものであった。

地区別の検討で、は必要所要量の基準を満たしてい

る地区は，女性では第一次調査で 9地区中 2地区，

第二次調査で13地区中 3地区と少なく， 10 mg/日

に満たない地区も第一次調査で3地区，第二次調査

で4地区見られた。総じて全体に鉄摂取量は低値で，

鉄は食事上気を付けなければ摂取しにくい栄養素で

あり 7)，成人女性においては月経を考慮した上で，

必要所要量が成人男性より多く設定されている 1) こ

とからも，この成績の重要性は明らかである。

摂取量の問題とともに食物からの鉄吸収効率が重

要で，食品によって差のあることは既にあきらかに

されている 8，九鉄摂取量を論じる上でこの点を考

慮して議論すべきだが，今回は総摂取量についての

み検討し今後の調査調査成績の集積を待ってそれ

らを検討する予定である。

男性は，第一次調査89名，第二次調査44名と女性

に比べ検体数が少ないが，全地区でみた傾向は女性

と同じくほぼ横ばし、の成績であった。所要量男性lOmg

/日の基準を満たしている地区が，第一次調査では

9地区中 1地区，第二次調査では 5地区中 1地区で

その他の地区は第一次，第二次調査ともに全て所要

量を満たしており，本来女性の方が多く摂取すべき

鉄を男性の方がより多いとし、う結果が得られた。お

そらく男性が女性に比べ総エネルギー量の多いこと

がこの結果を示すものと推論されるが，今回の調査

で北海道・虻田地区が女性，男性ともに全体からみ

ても前回に較べ著明に減少しており，食形態の差異

も鉄摂取に大きく影響すると考えられる。

食習慣の差異による摂取量の差違いを考え，全地

区を都市，農村，沖縄の 3地区に分類し検討した。

女性で第一次，第二次調査ともに沖縄が都市，農村

地域に比較して低値であった。第一次，第二次調査

聞の変化は各地域ともにみられなかった。男性では

第一次調査で沖縄が農村地域に比較して低値であっ

た。第一次，第二次調査聞の比較では農村で減少し，

反対に沖縄で増加した。ここで注目すべき点は，沖

縄が第一次調査で農村より低値であるのに比べ，第

二次調査では農村より高値を示したことである。こ

の原因として調査時の食品の種類によることも考慮

されるが，農村地域では， 10年前に比べ農作業の機

食物学会誌・第49号

械化，兼業農家の増加に伴う委託化により総エネル

ギーの減少が考えられ，このエネルギーと相関関係

にある鉄も同時に減少したことが考えられる。

以上，四訂日本食品標準成分表2)を用いて計算し

た鉄摂取量についての解析結果を論じたが，更に第

二次調査13地区における鉄摂取量を収集食物を湿式

灰化し，フレームレス原子吸光法で実測した値との

比較を試みた。

原子吸光法による鉄の測定は，標準添加法5，6)に

よった。第二次調査13地区の女性227名，男性44名，

計271名の食事中からの鉄摂取量の実測値と四訂日

本食品標準成分表による計算値との聞には有意な相

関がみられた (P<O.OI)。対象とした13地区中9地

区で実測値の方が計算値より低値であり，全地区の

実測値の平均値は 8.6mg/日，計算値の平均値は

10.5 mg/日で，実測値は計算値の約80%であった。

食形態の差異を考慮して都市，農村，中国の影響

を残す沖縄10)の3地区に分類し，計算値と実測値

を比較したが，都市，農村，沖縄の 3地域ともに計

算値と実測値は有意に相関した。 3地域ともに有意

に計算値より実測値の方が低値であり，特に沖縄で

は計算値の平均値は 10.2mg/日，実測値の平均値

は 7.2mg/日と鉄摂取量の実測値は計算値の約70%

であった。

計算値と実測値が異なる原因として，特定の食品

群によって実測値が影響されるかを考慮し，計算値

/実測値の比率によってB群(比率0.9-----1.1， 30 

例)， A群(比率0.1-----0.9，30例)， c群(比率1.9

-----3.1， 30例)の 3群に分類し，それぞれの鉄摂取

食品群の違いをA群と B群， B群と C群間の比較に

よって検討した。 C群で特徴的な食品群として乳類

を検出したが，しかし A群でも閉じ乳類が検出さ

れた。乳類は，鉄含有量の極めて少ないことからも

特徴的な食品群とは言いえず， C群において唯一藻

類が特徴的食品とみえたがこれは摂取量が少ない食

品群であるので，これも差異を決定する食品と特定

し得なかった。次に，鉄の含まれる可能性の小さい

3群(砂糖及び甘味料類)， 5群(油脂類)などを

除いた14群で、多変量解析を試みた。この際， 14の食

品群を独立変数，比率を従属変数として多変量解析

を行った。増加法，減少法ともに同ーの結果が得ら

れ，重相関係数は0.12と極めて低値であった。言い

換えれば，これらの独立変数では全変動の 2%しか

説明できず，特定の食品群が計算値/実測値の比率

を決定しているとは言えない結果であった。

計算値と実測値の差異を来した原因については，
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軽々に答えは出し得ないが，四訂日本食品標準成分

表の食品鉄含有量の代表性，測定法による差異など

が考えられる。

四訂日本食品標準成分表による食品別鉄の測定2)

は，乾式灰化後原子吸光分析されたもので，本研究

で行った分析法と質的に差異があるものと思われな

い。むしろ同一食品でも産地によっての違い，また

食品ごとの集積計算値が実測値との差異をみたのか

もしれないが断定する根拠としてここでは論じ得な

L、。

原子吸光法による測定誤差は，標準添加法5，6)の

採用とダブ、ルチェックで十分な精度管理を行い得た

と確信している。鉄は普遍的に存在し，その汚染，

混入に注意しないと意外な測定誤差を招くことがあ

るが，一方，食事からの鉄の摂取は調理中に外から

鉄が混入することにある程度依存するらしいとの報

告がある。これなどはむしろ鉄測定値の増加はあっ

ても減少は少なく，説明の資にはならなし、。

従来，食事からの鉄摂取量について，計算値と実

測値聞に極めてよい相関関係がある 11， 12， 13) ことが

示されているいるが，今回の成績については他の栄

養素との比較でも広く検討する必要があり，なお今

後の研究課題である。
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